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1．はじめに

　現在，学校におけるエネルギー環境教育は，「持続

可能な社会の構築をめざし，エネルギー・環境問題

の解決に向けて適切に判断し，行動できる人間を育

成すること」を目的として様々な実践が行われてい

るI）。しかし，エネルギー環境教育情報センター「エ

ネルギー教育検討委員会中間報告書」（2005）は，現

在のエネルギー環境教育の実践について「各教科間

や学年・学校段階間の連携が図られているとは言い

がたく，断片的な取り扱いが散見され，教科横断的

な取り組みや探求的・体験的な取り組みが行われて

いない場合が多い」と指摘している2〕。環境問題の

深刻化に伴ってエネルギー環境教育の重要性が益々

高まる中，今後は教科や学年・学校段階間の連携を

踏まえた総合的な学習指導のストラテジーを構築す

る必要があると考えられる。そのためには，エネル

ギー環境教育に関連する生徒の意識実態を学校段階

間の連携に資するよう，構造的に把握することは重

要である。

　そこで本研究では，中学生と高校生（普通科・工業

科）を対象に，エネルギーに対する生徒のイメージと

生活行動及び環境倫理意識3〕4〕との関連性を把握し，

今後のエネルギー環境教育の展開に向けた基礎的資

料を得ることにした。

2．論文の構成

　本論文は以下の5章で構成される。

第1章　緒論

第2章　エネルギー・環境問題に関する生徒の意識

　　　実態の把握

第3章　エネルギーに対するイメージと具体的な生

　　　活行動や興味・関心との関連性

第4章　エネルギーに対するイメージと環境倫理意

　　　識との関連性

第5章　結論及び今後の課題

3．研究の概要

　第1章では，本研究の目的を踏まえ，研究の背景，

先行研究の整理，問題の所在などから研究課題を明

らかにし，研究の計画と構造を策定した。

31エネルギー・環境問題に関する生徒の意識実態

　第2章では，中学・高校生のエネルギー・環境問

題に対する具体的な生活行動や興味・関心と環境倫

理意識との関連性を検討した。中学3年生・高校2

年生537名を対象に行った調査の結果，中学生では

環境倫理意識と生活行動や興味・関心が広範に関連

性を形成しているのに対して，普通科高校生では，

「世代間倫理」と「省エネルギー行動」との関連性

のみが示され，その他の関連性はほぼすべて消失し

てしまうことが明らかになった。これに対して，工

業科高校生では，生活行動や興味・関心とr技術と

の関わり」から見た環境倫理意識との結びつきが強

くなる傾向が示された。

32エネルギーに対するイメージと具体的な生活行

　動や興味・関心との関連性

　第3章では，中学・高校生537名を支橡に，エネ

ルギーに対するイメージの構造について言語連想

及び因子分析を用いた調査を実施した。その結果，

エネルギーに対するイメージとして，rエネルギー

の変換と生成」因子，「エネルギー環境保全」因子，

「エネルギー利用上の課題」因子，rエネルギーの

活用」因子，「エネルギー資源」因子の5因子を抽
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図1エネルギー環境教育の学習過程から見た中学・高校生の意識実態

出した。また，中学生では「エネルギー環境保全」

因子が，普通科高校生では「エネルギー利用上の課

題」因子や「エネルギー資源」因子が，工業科高校

生では「エネルギーの変換と生成」因子がそれぞれ

エネルギー・環境問題に関する具体的な生活行動や

興味・関心の生起に影響していた。

3．3エネルギーに対するイメージと環境倫理意識と

　の関連性

　第4章では，中学・高校生680名を対象として，エ

ネルギーに対するイメージの構造と「技術との関わ

り」やr自然との関わり」から見た環境倫理意識と

の関連性を分析した。その結果，中学生では，「エネ

ルギー利用上の課題」因子のイメージが強い生徒に

おいてr世代間倫理」やr地球有限主義」に対して

肯定的に回答する割合が多かった。しかし，普通科

高校生では，「エネルギー環境保全」因子のイメージ

が強い生徒が，r自然の生存権」や「地球有限主義」

を肯定的に回答する割合が多かった。一方，工業科

高校生では，「エネルギーの変換と生成」のイメージ

の強い生徒が，「自然の生存権」や「世代間倫理」を

肯定的に回答する割合が多かった。以上の各章で得

られた結果を図1に整理する。

4．今後の課題

　今後は，本研究で得られた各知見に対する追試と

ともに，図1に示した生徒の実態に基づくエネルギ

ー環境教育の学習指導モデルを構築し，実践を通し

てその効果を検証する必要があろう。

　　　　　　　　　　　　　主任指導教員　松浦正史

　　　　　　　　　　　　　指導教員　　　森山　潤
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